
                 学校番号（２１）豊橋市立（磯辺小）学校 

令和４年度 学校評価報告書（自己評価書・学校関係者評価書） 
  令和５年２月１５日作成              

中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

（
１
）
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育

成
と
学
力
の
向
上
を
図
る
。 

①
基
礎
的

基
本
的
な

力
の
定
着 

授業やお話しタイムを通し
て児童の伝える力の向上を
目ざす。 
読書活動を推進し、児童の

読み取る力の向上を図る。 

A 

A 

・お話タイムの積み重ね
により，伝える力が伸び
た。 
・総合的な学習では,体
験の場を多く取り入れる
ことで，問題解決への
意欲が高まり，自ら課題
を解決しようと動くことが
できた。 
・タブレットを活用した授
業を行い，ICTを使って
調べ方やまとめ方にも
工夫が見られた。 

A 

・本に親しむこ
とは，読み取る
力，理解力，語
彙を増やす「な
ど，さまざまな
場面で生かせ
る。 

・多くの体験の
場を設け，地域
と連携してい
ると感じる。 

・タブレット活
用が進んだ。 

・お話タイムを継続
し，伝える力をいっそ
う伸ばす。 

★問題解決学習に取
り組み，体験をもとに
自主的に追究する力
を育む。 

★読書量を増やし，図
書資料活用場面を積
極的に取り入れる。 

 

②
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
力
の
育
成 

郷土を学習材にした体験
の場を設定し、楽しさや成就
感を味わえる問題解決学習
を通して、課題を自主的に追
究する力を育成する。 
言語活動や ICT 活用を重

視した、児童が学び合う学習
活動の展開に努める。 

A 

（
２
）
心
豊
か
な
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
努
め
る
。 

①
基
本
的

生
活
習
慣

の
定
着 

学校生活における基本的
なルールを徹底し、「あいさ
つ」「返事」「黙働」ができる子
を育成する。 

A 

A 

・挨拶運動や「挨拶マス
ター」で，校内で挨拶を
する子が増えた。 
・生活アンケートをもと
に，不安や悩みを解決
するために，組織的で，
丁寧な対応をすること
ができた。 
・一人一人に役割をも
たせ，達成感や自己有
用感を高めた。 
・むくろじ活動は，児童
会を中心にキャンペー
ン活動を展開し， 工夫
した内容で行うことがで
きた。 

A 

・一人一人を認
め，個性を伸ば
す。子どもたち
が自信をもっ
てやり遂げる
ことができる
ようにかかわ
ってほしい。 

・むくろじ活動
は，展開・工夫
が必要になっ
てきている。 

・挨拶は，学校
外でもできる
ようにしたい。 

・行事・係・当番・む
くろじ活動など，一人
一人の活躍の場と，協
力して成し遂げる場
を設定し，自己肯定感
や自己有用感を高め
る。 

★挨拶運動を校区・家
庭にも広げ，地域と連
携しながら進める。 

★運営委員会を中心
に，全校にむくろじ活
動の意義を伝えたり，
キャンペーンを行っ
たりして，盛り上げる
方策を講じる。 

②
個
の

尊
重 

一人一人が存在感を味わ
うことができるように、個に寄り
添い、個が活躍できる場の設
定を心がける。 

A 

③
他
人
の
た
め
に
す

す
ん
で
行
う
活
動
の

推
進 

むくろじ活動（ボランティア
活動・美化活動・低学年に教
える活動等）の一層の充実に
より、思いやりのある児童と集
団に働きかけるリーダーを育
成する。 

B 

（
３
）
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
す
る
。 

①
地
域
連
携
組
織
の

起
ち
上
げ 

コミュニティースクール設置

や令和５年度の創立１５０周

年記念行事に向けて、準備を

円滑に進める。 
A A 

・地域連携を密にし，
各運営組織を立ち上
げ，準備を進めること
ができた。 

・HP の更新やメール
の添付文書利用で， 

情報発信力を高めた。 

A 

・HP は，磯辺
小の様子や活
動を知ること
ができてよい。 

・創立 150周年
記念行事を楽
しみにしてい
る。 

★創立150周年を地域
連携のよい機会とと
らえ，総合「いそべ学
習」や交通安全などで
連携を深める。 

・HP やメール配信な
ど，タイムリーな情報
発信に努める。 

（
４
）
教
職
員
の
和
と
信
頼
を
大

切
に
し
、
教
員
と
し
て
の
力
量
向

上
に
努
め
る
。 

①
力
量
向
上 

若手・ベテランが連携し、
力量向上を図るとともに、積
極的に授業公開を行い、授
業改善に取り組む。 
郷土を学習材にした体験

学習の場を設け、問題解決
的で持続可能なカリキュラム
の開発を進める。 
教育の ICT 化に伴い、機

器の効果的な活用方法の開
発を進める。 

A A 

・授業案検討・模擬授
業を多数行い，授業力
を高め合った。 
・新たな郷土学習材を
開拓し，教育課程に位
置づけることができた。 
・各教科でタブレットを
活用した授業に取り組
み，オンライン授業も整
備が進んだ。 

A 

・授業力や技術
面だけでなく，
人として魅力
的な人間力を
高めてほしい。 

・多くの授業研
究が行われて
おり，先生方の
意欲が見受け
られる。 

★積極的に授業研究
を行い，組織的にかか
わることで，授業力と
授業の質を高める。人
間の幅を広げるよう
な研修を取り入れる。 

・発達段階に応じ，ICT

活用とプログラミン
グのカリキュラムを
整える。 

（
５
）
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
。 

①
多
忙
化
解
消 

在校時間調査を毎月行
い、多忙化解消に向けて組
織的・効率的な業務改善を推
進する。 B B 

・毎月の在校時間調査
を行うことで，職員の自
己勤務管理の意識が高
まった。多忙化解消の
ためには，業務の精選
と効率化が必要であ
る。 

A 

・業務の効率化
は必要である。 

・異業種の業務
効 率 化 を 見
学・研究し，学
ぶのもよい。 

★授業時間数を確保
したうえで，職員会議
がある日を全校 5時間
授業とし，会議の時間
を設定する。 

・会議の持ち方を検
討，工夫する。 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


